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ギ
リ
シ
ア
美
術
と
プ
ラ
ト
ン

一序

目
次

美
の
力
〔
吋
撃
叢
」
第
五
号
（
一
九
八
七
年
）
所
載
〕

フ
ェ
イ
デ
ィ
ア
ス
と
プ
ラ
ト
ン

四

〔
「
撃
叢
」
第
五
号
（
一
九
八
七
年
）
所
載
〕

ポ
リ
ュ
ク
レ
イ
ト
ス
と
プ
ラ
ト
ン

（「勢
叢
」
第
六
号
こ
九
八
八
年
）
所
載
〕

プ
ラ
ト
ン
の
美
術
否
定

（
「
慈
叢
」
第
九
号
（
一
九
九
二
年
）
所
載
）

プ
ラ
ト
ン
以
後
の
美
術
と
プ
ラ
ト
ン

結

プ
ラ
ト
ン
の
美
術
否
定

画
家
は
、
「
最
も
真
実
で
あ
る
も
の
に
目
を
向
け
、
そ
れ
と
常
に
較
べ
な
が
ら
、

（

3
）
 

中

山

血

夫

そ
し
て
そ
れ
を
正
確
に
観
察
し
な
が
ら
、
美
の
法
則
を
う
ち
た
て
、
そ
れ
ら
を

遵
守
す
る
」
者
で
あ
り
、
国
家
の
指
導
者
、
す
な
わ
ち
真
の
哲
学
者
と
並
列
さ

れ
得
る
者
で
あ
る
と
プ
ラ
ト
ン
は
い
う
（
「
国
家
」

〈戸品∞品（い
l
ロ
）
。
し
か
し
同

じ
対
話
簡
の
中
で
彼
は
、
画
家
は
、
「
真
理
と
較
べ
れ
ば
低
劣
な
も
の
を
作
り
出

し
、
ま
た
魂
の
低
劣
な
部
分
と
関
係
を
も
ち
、
最
善
の
部
分
と
は
関
係
を
も
た

な
い
」
が
ゆ
え
に
、
完
全
な
る
国
家
か
ら
追
放
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
（

xw

gω
〉

ig
。
画
家
が
作
り
出
す
「
真
理
と
較
べ
れ
ば
低
劣
な
も
の
」
と
は
、
「
真

実
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
三
番
目
」
（
苦
い
さ
ペ
ロ
ペ
守
芯
ふ
ペ
ル
ド
志
向
M
Q
q
）
の

彼
の
作
品
の
こ
と
で
あ
る
（
）
F
3
3
〉
）
。
す
な
わ
ち
、
画
家
が
描
い
た
ク
リ
ー

ネ
l

（
寝
椅
子
、
図
日
参
照
）
は
、
神
が
作
っ
た
ク
リ
ー
ネ
！
の
イ
デ
ア

l
に

倣
っ
て
建
呉
師
が
作
っ
た
実
際
の
ク
リ
ー
ネ

l
の
模
倣
な
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
画
家
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
は
た
だ
ソ
フ
ィ
ス
ト
と
比
べ
ら

れ
る
存
在
二
国
家
ご
京
ロ
お
よ
び

「
ソ
フ
ィ
ス
テ
ス
」
ωωω
ロ
iNωω
と

で

あ

り
、
い
か
さ
ま
師
、
物
真
似
師
で
あ
る
（
「
国
家
」
巴
∞
巴
）
。
そ
し
て
プ
ラ
ト
ン

は
、
如
何
に
美
術
が
子
供
あ
る
い
は
真
の
認
識
の
能
力
に
欠
け
る
単
純
な
人
間

の
み
に
適
し
た
慰
み
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
し
か
し
魅
力
あ
る
慰
み
で
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あ
る
か
を
、
絵
画
に
則
し
て
倦
む
こ
と
な
く
例
証
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
弓
ソ

ア
イ
ス
テ
ス」

ωω
ム〉
i
戸
「
ポ
リ
テ
イ
コ

ス
』
ω
∞∞
（リ
）
。
美
術
は
、
真
理
や
知

識
と
は
侭
の
関
係
も
な
い
、
ま
や
か
し
で
あ
る
。
ク
リ
ー
ネ
l
を
作
る
建
異
師

は
、
そ
の
ク
リ
ー
ネ
l
を
描
く
画
家
よ
り
も
真
理
の
近
く
に
位
置
し
（
「国
家
」

包
吋
〉
i
h
）、
医
術
、
農
業
、
体
育
は
、
そ
れ
ら
の
力
の
一
部
を
フ
ュ
シ
ス
（
自

然
）
か
ら
引
き
出
す
が
ゆ
え
に
美
術
よ
り
価
値
を
も
っ
（
「法
律
』

Mw
∞∞白
））。

「
国
家
い

以
後
の
対
話
篇
に
、
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
、

ス
コ
パ
ス
、
リ
ュ

シ
ツ
ポ

ス
と
い

っ
た
、
プ
ラ
ト
ン
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
偉
大
な
る
美
術
家
の
名
前
が

登
場
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
の
美
術
に
対
す
る
断
固
た
る
拒
否
は
、
あ
る
い
は
晩
年
の
プ
ラ
ト
ン
が
到

達
し
た
思
索
の
厳
し
さ
、
論
理
の
一
貫
性
で
説
明
さ
れ
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
美
術
史
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

ミ

l
メ
l
シ
ス

こ
の
間
題
を
解
く
鍵
は
、
「
ミ
l
i
メ
l
シ
ス
」

f
f
q
Bペ
）
と
い
う
言
葉
に
あ

る
。
フ
ァ
ン
タ
シ
ア
（
念

h
z
s
a
Q）
と
並
ん
で
、
古
代
芸
術
論
の
重
要
な
概
念

を
表
す
一
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
の
ミ

l
メ
i
シ
ス
は
、
現
代
語
で
は
「表
現
」

と
訳
す
の
が
最
も
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
「
表
現
」
が
、
時
代
に
よ
っ

て
、
ま
た
人
に
よ
っ

て
、
微
妙
に
そ
の
内
容
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
の
オ
ク
シ

ュ
リ
ュ
ン
コ
ス

に
発
見
さ
れ
た
パ
ピ
ュ
ロ
ス
に
残
る
ア

イ
ス
キ
ュ
ロ

ス
の
サ
テ
ュ
ロ
ス
劇
「
イ
ス
ト
モ
ス
巡
礼
者
」
の
断
片
の
中
で、

サ
テ
ュ
ロ
ス
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の

「う
ま
く
作
ら
れ
た
仮
面
」
を
は
ず
し
て

一
互
い
に
見
せ
合
い
な
が
ら
、
「
こ
い
つ
は
、
俺
以
上
に
俺
に
似
て
い
る
、
ま
さ
に

ダ
イ
ダ
ロ
ス
の
か
つ
く
り
も
の
H

（五℃可
H
R
Q

）
、
た
だ
声
を
出
さ
な
い
だ
け
だ
」

と
叫
ぶ
（
T
O〉
4
N
H
S
w
ω

吋
）
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
科
自
に
は
、
歩
き
回
る
の
で
鎖

に
繋
い
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
神
話
上
の
彫
刻
家
ダ
イ
ダ
ロ

ス
の
有
名
な
彫
像
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
事
実
そ
の
仮
面
を
見
て
、
サ
テ
ユ

ロ
ス
自
身
の
母
親
た
ち
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
逃
げ
去
る
の
で
あ
る
。
こ
の
劇
を
ア

ス
キ
ュ
ロ
ス
は
、
お
そ
ら
く
紀
元
前
四
六

O
年
頃
に
作
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

で
は
、
「
ミ

l
メ
！
シ
ス
」
は
単
な
る
美
術
家
の
作
品
制
作
行
為
で
は
な
く
、
そ

の
結
果
で
あ
る
作
品
（
次
官
さ
と
は
、
そ
れ
自
体
生
命
を
も
つ
も
の
、
魔
力
を

も
つ
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い

る。

約
三

O
年
後
に
へ
ロ
ド
ト
ス
は
、
そ
の
著
者
『
歴
史
」
の
中
で
エ
ジ
プ
ト
の

風
習
の

一
つ
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
戸

寸
∞
）
。
エ
ジ
プ
ト

の
金
持
ち
の
宴
の
際
に
は
、
食
事
が
終
っ
た
と
こ
ろ
で

一
人
の
男
が
棺
の
上
の

木
製
の
死
者
の
像
を
抱
え
て
持
ち
歩
き
、

一
人
一
人
の
会
食
者
の
前
に
そ
れ
を

差
し
出
し
て
、
「
こ
れ
を
よ
く
御
覧
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
楽
し
く
お
飲
み
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
も
死
ね
ば
、
こ
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
ら
」
と
声
を
掛
け
る
。

そ
の
死
者
の
像
は
、
全
体
の
長
さ
が

一
乃
至
二
尺
あ
り
、

ま
っ
た
く
素
晴
ら
し

い
彫
り
と
彩
色
で
「
表
現
さ
れ
て
い
た
」
（
た
安
定
さ
ど
O

で
）
と
い
う
。
こ
こ
で

の
「
ミ

l
メ
l
シ
ス
」が
、
人
間
の
外
形
を
写
実
的
に
再
現
す
る
意
味
で
な
か
っ

た
こ
と
は
、
紀
元
前
五
位
紀
以
前
の
エ
ジ
プ
ト
の
木
棺
の
上
の
死
者
像
が
示
す

と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
へ
ロ
ド
ト
ス
は
別
の
と
こ
ろ
で
、
エ
ジ
プ
ト
第
二
十
六

王
朝
の
王
ア
マ
シ

ス
の
墓
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
榔
子
の
樹
を
表
現
し
た
円
柱
」

（
q志
台
ohqM
記
念
。

Z
E
Q
q
芯
お
之
、
向

Q
E豆
、
さ
郎

ghqh
）
で
飾
ら
れ
た

大
き
な
石
の
柱
廊
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
戸

5
5
0
古
王
国
時
代
か
ら
紀

元
前
六
世
紀
の
ア
マ
シ
ス
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
数
多
く

の
建
築
遺
品
は
、
エ
ジ
プ
ト
の

「
パ
ル
ム
柱
」
が
、
榔
子
の
樹
を
写
実
的
に
模

し
た
も
の
で
は
な
く
、
全
く
客
観
的
な
抽
象
と
し
て
こ
の
樹
の
本
質
を
「
表
現
」
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し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
］
）
。

ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
づ
既
史
い
か
ら
二
位
代
を
経
た
紀
元
前
三
六

O
年
頃
、
？
？
ー

メ

i
シ
ス
」
と
い
う
一
一
言
葉
は
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
「
国
家
」
に
於
い
て
別
の
意

味
を
持
つ
。
こ
の
一
一
一
一
口
茶
が
は
じ
め
て
査
場
す
る
第
三
巻
の
詩
論
の
中
で
「
ミ
！

メ

l
シ
ス
」
は
、
叙
事
詩
の
作
者
が
作
中
人
物
の
言
葉
を
真
似
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
物
語
の
中
の
「
叙
述
」
に
対
す
る
「
科
白
」
の
こ
と
（
包
N

？
ω
ま
り
て
役

者
が
あ
る
人
物
を
真
似
る
、
す
な
わ
ち
演
ず
る
こ
と
（
ω
出
〉
）
、
観
客
が
登
場
人

物
を
真
似
る
、
す
な
わ
ち
そ
の
人
物
に
同
化
す
る
こ
と
（
ω
∞
ω
（い
lω
玄
白
）
の
意
味

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

7
7
1
メ
l
シ
ス
」
は
、
客
観
的
な
描
写
で
は
な
く
主

観
的
な
「
表
出
」
の
意
味
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
十
巻
冒
頭
の
ク
リ
ー

ネ
i
（
寝
椅
子
）
の
比
輸
（
山
由
日
（
γ日
窓
口
）
で
は
、
神
は
ク
リ

i
ネ
！
の
完
全
な

形
（
イ
デ
ア

i
）
を
作
り
、
建
呉
師
は
そ
の
完
全
な
形
に
倣
っ
て
実
際
の
ク
リ
ー

ネ
i
を
作
っ
た
。
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
そ
し
て
以
前
の
プ
ラ
ト カイロ

ン
ミ
国
家
」
〈
戸
仏
∞
品
（
い
l
巴
）
に
と
っ
て
は
、
こ
の
神
お
よ
び
建
真
部
の
制
作
の

行
為
が
「
ミ
E
B

－－メ

i
シ
ス
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
の
プ
ラ
ト
ン
は
、
彼

が
建
呉
蹄
の
下
位
に
置
い
た
画
家
の
制
作
行
為
、
す
な
わ
ち
建
具
師
が
作
っ
た

実
際
の
ク
リ

i
ネ
ー
を
描
く
、
し
か
も
在
る
が
ま
ま
で
は
な
く
見
え
る
が
ま
ま

に
模
倣
す
る
行
為
に
、
ミ

1
メ

i
シ
ス
の
言
葉
を
当
て
た
の
で
あ
る
。
た
し
か

に
こ
の
変
化
に
は
、
い
ま
や
感
覚
を
一
否
定
し
、
真
の
認
識
を
問
題
の
中
心
に
し

よ
う
と
す
る
哲
学
者
の
形
而
学
的
意
図
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
以

上
に
こ
の
言
葉
の
意
味
の
変
化
に
は
、
当
時
の
美
術
、
特
に
絵
画
の
上
に
起
っ

た
表
現
様
式
の
変
化
が
、
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
絵
画
は
、
対
象
の
客
観

的
な
概
念
的
表
現
か
ら
主
観
的
な
感
覚
的
表
現
、
す
な
わ
ち
「
現
象
の
模
倣
」

（A
T
E吋
pqhhhミ
O
山

J
E
E七
日
ペ
吋
国
家
」

vp
巴
∞
∞
）
に
変
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

古王国時代fパノレム柱J認11 

ギ
リ
シ
ア
絵
画
の
イ
リ
ュ
ジ
オ
ニ
ス
ム

二
次
元
の
芸
術
で
あ
る
絵
画
は
、
そ
の
特
性
で
あ
る
二
次
元
性
を
主
張
す
る

か
、
あ
る
い
は
二
次
元
の
領
域
に
偽
り
の
三
次
元
空
間
を
構
築
す
る
か
、
い
ず

れ
か
の
道
を
採
る
。
前
者
は
、
対
象
を
概
念
的
に
、
す
な
わ
ち
偶
然
に
左
右
さ

れ
な
い
不
変
の
象
徴
と
し
て
表
す
こ
と
を
目
指
し
、
後
者
は
、
現
実
の
世
界
を

見
る
が
ま
ま
に
捉
え
る
こ
と
を
百
擦
と
す
る
。
そ
し
て
後
者
の
場
合
、
本
来
あ

り
得
な
い
こ
と
を
成
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
と
い
う
人
間
の
感
覚
器

官
に
起
因
す
る
錯
覚
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
錯
覚
を
利
用
す
る
技
術

が
、
二
次
元
の
画
面
に
三
次
元
の
奥
行
き
を
与
え
る
遠
近
法
で
あ
り
、
個
々
の

対
象
に
す
一
体
感
を
与
え
る
陰
影
法
で
あ
る
。
古
代
の
文
献
に
よ
る
と
、
ギ
リ
シ
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ア
の
絵
画
の
歴
史
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
生
み
、
育
て
、
完
成
さ
せ
た
歴
史
で

あ
っ
た
と
い
う
。

前
史プ

リ
ニ
ウ
ス
は
、
ク
レ
オ
ナ
イ
出
身
の
画
家
キ
モ
ン
が
「
対
象
を
斜
め
方
向

か
ら
見
て
描
く
こ
と
を
発
明
し
た
」
（

g
g
m
g℃
古
川
二
コ
〈

g
－F
y
o
n
g門

O
Eケ

ο
C
2
5
5性
コ

2
）
と
い
う
（
「
博
物
誌
」
凶
同
同
〈
咽
忠
）
。
こ
の
キ
モ
ン
が
何
時

頃
活
躍
し
た
画
家
で
あ
っ
た
か
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
美
術
史
に

於
い
て
は
、
陶
器
に
描
か
れ
た
絵
が
失
わ
れ
た
壁
画
や
タ
プ
ロ
ー
な
ど
の
大
画

面
絵
画
を
補
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
陶
器
画
の
上
で
は
、
紀
元
前
五

一二

O
頃
の
作
品
に
す
で
に
、
人
間
や
馬
な
ど
以
外
の
生
命
の
な
い
物
象
を
斜
め

方
向
か
ら
見
た
形
で
描
く
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
陶
工
エ
ク
セ
キ
ア
ス
に
よ

る
ア
マ
ゾ
ネ
ス
の
女
王
ペ
ン
テ
シ
レ
イ
ア
を
倒
す
ア
キ
レ
ウ
ス
を
描
く
一
つ
の

酒
聾
（
ア
ン
プ
ォ
ラ
）
の
上
で
は
、
人
物
散
に
あ
っ
て
は
上
半
身
は
正
面
観
、

下
半
身
と
頭
部
は
プ
ロ
フ
ィ
ル
で
表
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
左

手
に
も
つ
楯
は
、
真
横
で
も
真
正
面
で
も
な
く
、
内
側
を
僅
か
に
見
せ
る
斜
め

方
向
か
ら
見
ら
れ
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
2
）
。
美
術
用
語
で
い
う
前
縮
法

（向。「

g
g
ュ2
2
p
〈
O

円一己円
N
5也
、
す
な
わ
ち
、
対
象
を
縮
め
て
描
く
こ
と

に
よ
っ
て
奥
行
き
の
あ
る
空
間
を
暗
示
す
る
遠
近
法
の
一
種
が
登
場
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
の
画
家
は
こ
こ
に
於
い
て
、
彼
等
が
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら

受
け
継
い
だ
純
粋
に
シ
ル
エ
ッ
ト
的
な
二
次
元
絵
画
の
呪
縛
か
ら
解
か
れ
た
の

で
あ
る
。
美
術
は
、
客
観
的
な
「
概
念
的
表
現
」
に
対
し
て
の
最
初
の
拒
否
を

示
し
た
の
で
あ
る
。

紀
元
前
五
一

O
年
頃
、
エ
ウ
テ
ュ
ミ
デ
ス
と
彼
の
仲
間
の
陶
器
画
家
た
ち
は
、

人
物
像
に
つ
い
て
撮
れ
た
姿
勢
を
前
縮
法
で
描
く
方
法
を
研
究
し
、
人
体
描
写

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
三
人
の
酔
っ
ぱ
ら
い
を
描
く
エ
ウ
テ
ュ
ミ
デ
ス

の
酒
饗
（
ア
ン
フ
ォ
ラ
）
の
一
つ
の
絵
で
は
、
左
右
両
側
の
ふ
ら
つ
く
二
人
は

四
分
の
三
正
面
か
ら
見
ら
れ
て
お
り
、
中
央
の
男
は
右
方
に
歩
み
な
が
ら
後
ろ

を
振
り
返
り
、
大
胆
に
も
観
る
者
に
背
中
を
向
け
て
表
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。

人
聞
は
、
統
一
あ
る
生
命
体
と
し
て
三
次
元
の
空
間
の
中
を
動
い
て
い
る
の
で

あ
る
。ロ

ー
マ
時
代
の
紀
元
後
二
世
紀
に
デ
ル
フ
ォ
イ
を
訪
れ
た
旅
行
家
パ
ウ
サ
ニ

ア
ス
の
記
録
よ
る
と
、
当
地
の
あ
る
建
物
を
飾
っ
て
い
た
画
家
ポ
リ
ュ
グ
ノ
ト

ス
の
壁
画
で
は
、
個
々
の
人
物
像
あ
る
い
は
群
を
つ
く
る
人
物
像
は
、
上
下
に

い
り
み
だ
れ
て
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
「ギ
リ
シ
ア
旅
行
記
』
）
子
自
1
2）。

こ
の
こ
と
は
、
ポ
リ
ュ
グ
ノ
ト
ス
が
、
登
場
人
物
す
べ
て
を
同
一
の
地
平
線
上

に
立
た
せ
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
ギ
リ
シ
ア
絵
画
の
伝
統
を
破
棄
し
た
こ
と

を
語
っ
て
い
る
。
ポ
リ
ュ
グ
ノ
ト
ス
の
絵
画
の
実
際
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
紀
元
前
四
六

O
年
頃
に
作
ら
れ
た
「
ニ
オ
ピ
デ
ス
の
画
家
」
の
混
酒
聾
（
ク

ラ
テ
ル
）
の
よ
で
は
、
画
面
の
中
に
上
方
に
向
か
っ
て
蛇
行
す
る
地
形
線
が
描

か
れ
、
女
神
ア
テ
ナ
や
英
雄
へ
ラ
ク
レ
ス
な
ど
の
登
場
人
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高

さ
の
異
な
る
場
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）
。
ポ
リ
ュ
グ
ノ
ト
ス
の
大
画
面

絵
画
に
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
の
陶
器
画
家
は
、
畳
重
す
る
地
形
を
描
く

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
絵
画
的
奥
行
き
の
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
、
統
一
あ
る
遠
近
法
的
空
間
が
構
成
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
い
ま
や
自
由
に
駆
使
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
前
縮
法
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
姿
勢
で
掛
か
れ
て
い
る
人
物
像
も
、
そ
れ
ら
相
互
の
遠
近

が
透
視
図
法
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
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ロ
ー
マ
の
建
築
家
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
、
彼
の
吋
建
築
書
」
の
中
で
、
「
最

初
に
ア
ガ
タ
ル
コ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
で
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
が
一
つ
の
悲
劇
を
鏡
台

に
の
せ
た
と
き
に
そ
の
書
割
を
作
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
解
説
を
残
し
た
。
そ

れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
が
同
じ
事
柄
に
つ
い

て
論
文
を
書
い
た
」
（
Z
ω
ヨ
ρ
C
ぬ
勺
コ
ヨ
ロ
ヨ
〉
ぬ
ω吾川口・の
7
c
m

〉
5
2
3
〉
2

の『ぞ
一O
己
0
2コ
Z
守山
m
o
σ己
E
ヨ
ωわ山内山コ
自
己
問
。
旦
門
丘
岳
山内山の
O
ヨ
ヨ
ω
己
記
・
一
己
ヨ

「
内
一
五
口
一
一
向
〉
ハ
め
0
3
0
2
Z
りぬ
一ヨ
O門リ「一門戸
ω
内
庁
〉
コ
山
｝
S
m
O「山
ω
己
ゆ
め
川
口
出
「
O

R
「
否
認

2
2・）
と
述
べ
て
い
る
（
〈
戸

町）
E
z－－H
）
。
ア
ガ
タ
ル
コ
ス
は
有
名

な
画
家
で
あ
っ
た
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
と
、
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
は
自
分
の

住
ま
い
を
こ
の
画
家
の
絵
で
飾
る
た
め
に
彼
を
毘
敷
内
に
閉
じ
込
め
た
と
い
う

（
「
ア
ル
キ
ピ
ア
ス
伝
」
広
）
。
こ
の
出
来
事
が
、
紀
元
前
四
五

O
年
頃
に
生
ま

れ
た
ア
ル

キ
ピ
ア
デ
ス

の
若
気
の
い
た
り
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
紀
元
前

回
三

O
年
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
他
方
、
ア
イ
ス
キ
ュ

ロ
ス
は
紀
元
前
四
五
六
年
に
死
ん
で
い
る
。
こ
の
年
代
的
混
乱
は
、
次
の
よ
う

に
解
明
さ
れ
得
る
。
古
代
の
多
く
の
記
録
に
よ
る
と
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
死

後
ア
テ
ナ
イ
の
民
会
は
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
悲
劇
を
再
上
演
す
る
者
は
、
彼

の
名
の
も
と
で
そ
れ
を
行
う
よ
う
に
決
議
し
た
と
い
う
（
〉
・
河
に
ヨ
ヨ
ミ
wZσ

己
完
〉
5
7・
コ
〉
℃
・

5
H）
。
「
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
が
舞
台
に
の
せ
た
」
（
〉

2
ゎ

7
1
0

ι
c
n
o
コ
Z
）
と
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
、
画
家
ア
ガ
タ
ル
コ
ス

が
そ
の
書
割

2
2
2ω）
を
作
っ
た
の
は
、
紀
元
前
五
位
紀
の
末
頃
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
記
述
か
ら
、
ア
ガ
タ
ル
コ
ス
が
舞
台
書
割
画
を
制
作

し
た
最
初
の
美
術
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
古
代
人
は
美
術
用
語
と
し

て
の
空
間
遠
近
法
の
こ
と
を
ス
ケ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
（

q
E
2
0て＼
U
Q
A
F
N
Q

）
と
呼
ん

だ
が
、
そ
の
起
源
は
、
文
字
通
り
舞
台
（
q
ミ
ユ
）
の
絵
で
あ

っ
た
。
空
間
遠
近

法
と
し
て
の
ス
ケ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
上
に
引

用
し
た
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
記
述
が
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス

の
理
論
を
紹
介
し
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
箇
所
の
語
句
の
解
釈

に
つ
い
て
は
、
今
日
な
お
論
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
古
代
の
遠
近
法
に
関
し
て

は
ま
だ
明
快
な
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な
い
（
た
と
え
ば
出
力
m
5
o
p
r
句”

ロ
。

勺巾「
ω宮
乞
一
〈
ぬ
山
一
ω
ミ
ヨ
σ
o
一一
ω
n
Y
o
m
－2
・5
な
ど
参
照
）
。

南
イ
タ
リ
ア
の
タ
レ
ン
ト
に
出
土
し
た
、
紀
元
前
三
五

O
年
頃
に
作
ら
れ
た

一
つ
の
大
き
な
混
酒
那
珂
（
ク
ラ
テ
ル
）
の
断
片
に
残
る
絵
は
、
当
時
の
都
台
書

割
と
し
て
の
ス
ケ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
の
実
際
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
と
忠
わ
れ
る

（図
5
）
。
こ
こ
で
は
英
雄
イ
ア
ソ
ン
の
運
命
を
主
題
に
し
た
悲
劇
が
、
左
右
に

大
き
な
一
扉
と
突
出
し
た
翼
部
を
も
っ
玄
関
聞
の
あ
る
細
長
い
柱
廊
を
背
景
と
し

て
演
じ
ら
れ
て
い
る
（
図
5
で
は
右
の
玄
関
関
は
見
え
な
い
）
。
柱
廊
の
前
で
は
、

長
い
旅
か
ら
帰
還
し
た
イ
ア
ソ
ン
が
、
叔
父
で
あ
る
王
ペ
リ
ア
ス
に
迎
え
ら
れ

て
い
る
。
河
玄
関
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一昨
か
ら
は
、
王
の
娘
が
一
人
づ
っ
、
不
幸
な

結
末
を
暗
示
す
る
か
の
如
く
、
不
安
そ
う
な
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
建
物
は
、

透
視
図
法
的
遠
近
法
で
捕
か
れ
て
い
る
。
奥
に
向
か
う
縮
め
ら
れ
た
軒
縁
、
菱

形
に
変
え
ら
れ
た
天
井
鏡
板
を
も
っ
玄
関
問
は
、
見
る
者
を
三
次
元
の
世
界
に

引
き
込
む
。
こ

の
錯
覚
は
、
舞
台
の
上
に
実
際
に
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
玄
関
の
斜
め
に
開
か
れ
た
一
扉
に
よ
っ
て
、
更
に
強
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

人
物
像
を
内
包
す
る
大
き
な
建
造
物
自
体
が
前
縮
法
で
捕
か
れ
、
舞
台
に
（
そ

し
て
画
面
に
）
深
い
奥
行
き
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
斜
め
に
後
退
す

る
線
の
延
長
が
一
点
に
集
ま
る
こ
と
は
な
く
、
幾
何
学
的
な
透
視
図
法
は
ま
だ
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完
成
さ
れ
て
い
な
い
。

ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア

同
じ
く
古
代
の
美
術
用
語
ス
キ
ア
グ
ラ
フ

ィ
ア
（
q
E
Q
三
Q
在
民
）
は
、
陰
影

（q
E
舟
）
を
用
い
て
物
象
に
立
体
感
を
与
え
、
画
面
に
三
次
元
性
を
持
ち
込
む

技
法
で
あ
っ
た
。
陶
器
画
の
幾
つ
か
の
例
は
、
物
象
が
そ
の
外
側
に
投
げ
掛
け

る
影
を
描
い
て
そ
の
物
象
自
体
を
際
立
た
せ
る
描
法
が
、
す
で
に
紀
元
前
五
世

紀
の
中
頃
に
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
キ
ア
グ
ラ

フ
ィ
ア
は
こ
の
よ
う
な
物
象
に
よ
る
外
へ
の
投
影
を
描
く
の
で
は
な
く
、
個
々

の
物
象
自
体
の
色
の
中
で
そ
の
色
の
明
度
を
段
階
的
に
変
化
さ
せ
て
明
部
と
暗

部
を
作
り
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
物
象
に
立
体
感
を
与
え
る

「明
暗
法
」、

す
な
わ
ち
、
近
世
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
キ
ア
ロ
ス
ク

i
ロ
（
号
店
円
。
ω2吋

O
）
と

同
じ
も
の
を
意
味
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
古
代
の
記
録
は
、
こ
の
技
法
の
発

見
者
は
ア
テ
ナ
イ
出
身
の
画
家
ア
ポ
ロ
ド

ロ
ス
で
あ
り
（

3
c
Z
R
Y
g
u
（一向

。
一O
円・〉
F
g
J
M）
、
そ
れ
ゆ
え
彼
は
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ォ
ス
（
q
E
Q
てもル
念
。ペ）

と
紳
名
さ
れ
て
い
た
（
「
イ
リ
ア
ス
い
）〈
官民
ω
の
古
註
）
と
い
う
。
ま
た
プ
リ

ニ

ウ
ス
は
、
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
は
第
九
十
三
回
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア

l
ド
、
す
な
わ
ち
紀

元
前
回

O
八
年
に
華
々
し
く
登
場
し
、
「彼
は
は
じ
め
て

H

見
え
る
も
の。

（ω匂

R
芯
∞
）
を
表
現
す
る
方
法
を
確
立
し
、
は
じ
め
て
絵
筆
に
か
法
則
に
よ
っ

て
ψ

（一
日
。）

名
声
を
も
た
ら
し
た
」
と
伝
え
て
い

る
（
「
博
物
誌
」
×
凶
同
〈

ug
）。

更
に
続
付
て
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
い
う
。
「
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
に
よ
っ
て
美
術
の
門
が

聞
か
れ
た
後
、
へ
ラ
ク
レ
イ
ア
出
身
の
ゼ
ウ
ク
シ
ス
が
、
第
九
十
五
回
オ
リ
ュ

ン
ピ
ア

l
ド
の
第
四
年
目
（
紀
元
前
三
九
七
年
）
に
そ
の
門
を
く
ぐ
り
、
い
ま

や
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
成
し
得
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
絵
筆
を
更
に
大
い
な
る
名

声
へ
と
導
い
た
」

（「博
物
誌』

H
X
凶
〈

u
E）
。
こ
の
画
家
の
活
躍
期
は
、
彼
が

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
王
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
（
在
位
紀
元
前
四
一
一
ニ
｜
三
九
九
年
）
の
た

め
に
制
作
し
た
と
い
う
記
録
か
ら
も
知
ら
れ
る
（
苛
ご
E
5
・
F
E
g
d）
。
ま
た
プ

リ
ニ
ウ
ス
は
、

「ゼ
ウ
ク
シ
ス
は
、
彼
の
師
か
ら
技
術
を
盗
み
、
そ
れ
を
身
に
つ

け
て
持
ち
去
っ
た
」と
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
が
嘆
い
た
と
も
述
べ
て
い
る
（
「博
物
誌
」

×
M
Mぐ
a
m
N
）。

ロ
ー
マ
の
修
辞
家
ク
ウ
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
ゼ
ウ
ク
シ

ス

の
美
術
に
対
す
る
貢
献
を
大
い
に
称
え
、
彼
が
「
光
と
影
の
道
理
を
発
見
し
た
」

（一「
5
ピ
コ
ロ
ヨ

23
σ
E
「「ヨ五
三
め
百
〈
ぬ
三
ω的
。
足
立
O
コめ
ヨ
）
と
も
記
し
て
い
る

（－コ
2
5
t
E
C
O
S
E
－ω
同
戸

呂
二
一
）
。
こ
の
ゼ
ウ
ク
シ
ス
は
、
画
家
と
し
て

非
常
な
名
声
と
富
を
得
た
と
み
え
、
彼
が
自
分
の
名
を
金
で
織
り
込
ん
だ
衣
服

を
身
に
つ
け
て
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
に
現
れ
た
（
「博
物
誌
』
X
X
H
〈
・
尽
）
な
ど
、

そ
の
豪
者
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
語
る
多
く
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
古
代
の
文
献
は
、
紀
元
前
五
世
紀
の
最
後
の
四
半
世
紀
に
、
ギ

リ
シ
ア
絵
画
に
於
い
て
二
次
元
の
画
面
に
三
次
元
性
を
与
え
る
革
命
的
な
技
法

が
、
生
ま
れ
、
育
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
偉
業
を

遂
行
し
た
美
術
家
ア
ガ
タ
ル
コ
ス
、
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
、
ゼ
ウ
ク
シ
ス
の
作
品
か

ら
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
は
と
も
か
く
コ
ピ
ー
さ
え
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
ポ

ン
ペ
イ
に
出
土
し
た
一
つ
の
大
き
な
モ
ザ
イ
ク
函
は
、
こ
の
絵
画
の
革
命
が
、

ま
さ
に
プ
ラ
ト
ン

の
生
き
た
時
代
に
更
な
る
躍
進
を
遂
げ
た
こ
と
を
語
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
マ
ケ
ド

ニ
ア
の
一
土
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ペ
ル
シ
ア
の
王
ダ
レ

イ
オ
ス
の
戦
い
を
描
い
て
い
た
。



『
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ダ

レ
イ
オ
ス
の
戦
い
」
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こ
の
－
記
念
碑
的
大
モ
ザ
イ
ク
画
は
、
一
八
＝
二
年
十
月
二
十
四
日
、
ポ
ン
ペ

イ
最
大
の
個
人
邸
宅
吋
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」
に
発
見
さ
れ
た
（
図
6
）
。
す
で
に

古
代
に
傷
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
画
面
左
半
分
の
大
き
な
部
分
、
右
半
分
の
馬
車

の
下
方
部
分
、

一
本
の
長
惜
の
穂
先
に
吊
さ
れ
た
小
旗
の
大
部
分
と
そ
の
周
辺

な
ど
、
お
そ
ら
く
紀
元
後
六
十
二
年
に
カ

ン
パ
ニ
ア
地
方
を
襲
っ
た
地
震
の
際

に
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
欠
損
箇
所
は
、
茶
色
が
か
っ
た
粗
い
漆
喰
で
填
め
ら
れ

て
七
十
九
年
八
月
二
十
四
日
の
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
ス
噴
火
の
臼
を
迎
え
て
い

る。

近
代
の
補
修
は
な
い
。
モ
ザ
イ
ク
全
体
は
横
五

・
八
二
メ
ー
ト
ル
、
縦
二
了
一

三
メ
ー
ト
ル
、
周
聞
の
歯
型
文
装
飾
部
を
除
く
岡
部
自
体
は
、
横
五
・
一
二
メ
ー

ト
ル
、
縦
二
・
七
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

細
工
は
鰍
密
で
、
モ
ザ
イ
ク
全
体
に

は
約
百
五
十
万
個
の
小
石
が
使
わ
れ
、
そ
の
小
石
は
、
一
平
万
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
に
約
三
十
個
あ
る
。

描
か
れ
て
い
る
の
は
、

紀
元
前
三
三
三
年
の
初
冬
、

シ
リ
ア
と
の
国
境
に
近

い
キ
リ
キ
ア
の
古
代
都
市
イ
ッ
ソ
ス
の
近
く
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
マ
ケ
ド

ニ
ア

箪
と
ペ
ル
シ
ア
箪
の
戦
い
の
劇
的
な
一
瞬
で
あ
る
。
業
を
散
り
つ
く
し
た
木
が

た
だ
一
本
、
校
を
天
に
伸
ば
し
た
戦
場
で
は
、
左
方
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

が
獅
子
の
ご
と
き
髪
を
離
か
せ
、
大
き
な
自
を
見
開
き
、
嵐
の
よ
う
に
突
進
し
、

い
ま
ダ
レ
イ
オ
ス
の
間
近
に
迫
っ
た
。
後
方
に
は

マ
ケ
ド

ニ
ア
箪
の
誇
一
る
長
檎

（Q
Q
KUN
q
q
Q
）
が
林
立
し
、
ペ
ル
シ
ア
箪
が
包
囲
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ

て
い
る
。

王
を
乗
せ
た
四
頭
立
の
戦
車
は
向
き
を
変
え
、

画
面
の
奥
か
ら
右
前
方
に
向

か
っ
て
駆
け
去
ろ
う
と
す
る
。
御
者
は
必
死
の
形
相
で
鞭
を
振
る
い
、
鋲
を
打
っ

た
大
き
な
車
輪
は
、
味
方
の
兵
を
牒
こ
う
と
し
て
い
る
。
ダ
レ
イ
オ
ス
は
振
り

返
り
、
右
手
を
伸
ば
し
て
自
の
前
の
恐
し
い
光
景
に
呆
然
と
し
て
い
る
。
こ
の

瞬
間
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
突
き
出
し
た
長
槍
は
、
彼
と
馬
車
の
間
に
身
を

投
じ
た

一
人
の
ペ

ル
シ
ア
の
騎
士
の
身
体
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
騎
士
は
、

自
ら
の
英
雄
的
な
死
で
も
っ
て
王
ダ
レ
イ
オ
ス
の
命
を
救
お
う
と
し
た
の
で

あ
っ
た
。

モ
ザ
イ
ク
回
の
熟
慮
さ
れ
た
構
図
は
、
劇
的
な
出
来
事
の
経
過
を
見
事
に
秩

序
づ
け
、
細
部
も
ま
た
鰍
密
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の

大
画
面
に
は
、

中
央
部
の
寸
詰
ま
り
に
よ
る
歪
み
を
は
じ
め
、
幾
つ
か
の
箇
所

に
不
可
解
な
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
ポ
ン
ペ
イ
の
モ
ザ
イ
ク
画
が

ギ
リ
シ
ア
の
絵
画
の
コ
ピ
ー
で
あ
り
、
混
乱
は
、
そ
の
原
画
を
モ
ザ
イ
ク
に
移

す
際
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
原
画
は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
崩
壊
後
は

も
は
や
見
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
ペ
ル
シ
ア
風
の
王
や
戦
士
の
服
装

・
武

具
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
い

ま
だ
埋
想
化
さ
れ
て

い
な
い
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
肖
像
の
様
式
は
、
そ
の
絵

が
大
王
の
生
存
中
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
紀
元
前
三

二

0
年
代
の
前
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
時
、
プ
ラ
ト
ン
の
没
後
二
十

年
は
経
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

ポ
ン
ペ
イ
の
モ
ザ
イ
ク
師
は
、
、
ギ
リ
シ
ア
の
画
家
の
彩
色
を
忠
実
に
倣
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
使
わ
れ
て
い
る
小
石
の
色
は
、
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
絵
画
の
伝
統

に
従
っ
て
白
、
黄
、

赤、

黒
の
四
色
に
限
ら
れ
て

い
る
（
そ
の
ほ
か
僅
か
に
青
、

緑
が
使
わ
れ
て
い
る
）
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
は
、
約
四
十
の
異
な
る

ニ
ュ

ア
ン
ス
（
明
度
）

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
石
を
使
っ
て
モ
ザ
イ
ク
師
は
、
所

諮
点
描
主
義
的
に
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
色
石
を
他
の
色
石
の
隣
に
並
べ
て
、
作

画
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
て
出
来
上
が

っ
た
も
の
は
、
我
々
が
十
九
世
紀

の
印
象
主
義
の
点
描
菌
と
し
て
知
る
も
の
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。
こ
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こ
で
は
、
画
面
の
中
の
す
べ
て
の
物
象
は
そ
れ
ぞ
れ
が
彫
塑
的
に
充
実
し
、
相

互
の
境
界
を
明
確
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
象
は
、
色
も
明

度
も
同
じ
で
あ
る
小
石
を
連
続
し
て
並
べ
て
作
ら
れ
た
線
で
も
っ
て
明
確
に
輪

郭
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
背
景
が
暗
い
場
合
、
特
に
光
が
当
た
ら
ず
影

に
な
っ
た
部
分
の
輪
郭
線
に
は
、
黒
の
小
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
物

象
そ
れ
自
体
の
色
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
明
る
い
背
景
か
ら
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
輪
郭
線
も
ま
た
、
そ
の
物
象
と
同
じ
色
の
小

芯
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
捕
か
れ
た
間
縁
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

物
象
の
遠
近
法
的
に
突
出
し
た
部
分
に
向
か
っ
て
、
光
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ

う
に
、
段
階
的
に
明
る
い
色
調
の
石
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
代
の
優
れ
た
指
揮
官
が
常
に
そ
う
し
た
よ
う
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は

太
陽
を
背
に
戦
っ
て
い
る
。
光
の
方
向
は
、
物
象
が
そ
の
右
側
に
投
げ
掛
け
る

短
い
影
か
ら
知
ら
れ
る
。
そ
の
影
は
明
確
な
形
を
成
さ
ず
、
こ
の
戦
場
の
上
に

か
か
る
の
は
、
北
緯
三
十
七
度
の
弱
い
初
冬
の
太
陽
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
陽

の
光
は
、
物
象
に
立
体
感
を
与
え
る
に
は
十
分
の
強
さ
で
あ
る
。
物
や
人
や
馬

の
立
体
的
丸
み
は
、
そ
の
突
出
部
に
明
る
い
光
が
当
て
ら
れ
、
そ
の
周
協
の
窪

ん
で
ゆ
く
暗
い
部
分
か
ら
際
立
っ
て
浮
き
上
っ
て
い
る
。
特
に
、
顔
面
の
上
の

光
の
反
射
は
、
印
象
深
い
効
果
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

に
あ
っ
て
は
、
黒
い
毛
髪
は
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
受
り
て
黄
色
の
線
条
を
作
っ
て
輝

き
、
顔
面
で
は
、
額
の
茶
褐
色
か
ら
、
目
の
間
関
の
窪
み
の
黄
褐
色
を
経
て
、

盛
り
上
が
る
こ
め
か
み
や
頬
、
突
出
す
る
鼻
、
唇
、
顎
の
明
る
く
輝
く
欝
額
色

に
至
る
ま
で
、
、
肉
色
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
駆
使
さ
れ
、
陽
に
焼
け
た
若

い
王
の
特
異
な
容
貌
を
彫
塑
的
に
力
強
く
肉
づ
け
し
て
い
る
（
国
7
）
。
他
方
、

陽
光
を
正
聞
か
ら
顔
面
に
受
け
る
ペ
ル
シ
ア
軍
の
側
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
光
の

造
形
は
、
彼
等
戦
士
に
精
惇
な
る
面
魂
を
与
え
て
い
る
。
馬
の
身
も
ま
た
、
光

に
よ
っ
て
そ
の
効
果
的
な
立
体
性
を
得
て
い
る
。
光
は
、
赤
毛
、
青
毛
、
河
原

毛
の
艶
や
か
な
皮
の
下
で
、
緊
張
し
、
盛
り
上
が
る
筋
肉
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色

に
応
じ
な
が
ら
、
明
暗
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
も
っ
て
躍
動
す
る
生
命
感
を
与
え
て

い
る
。
中
央
右
の
乗
り
手
の
な
い
馬
の
観
る
者
に
向
け
ら
れ
た
尻
に
は
明
る
い

光
が
あ
た
り
、
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
輝
く
面
は
、
右
横
腹
の
黒
い
影
と
強
い
対

比
を
成
し
て
い
る
（
図
8
）。

小
石
を
並
べ
る
の
で
は
な
く
、
絵
の
呉
と
筆
を
使
う
原
画
の
色
の
置
き
方
が
、

モ
ザ
イ
ク
と
同
様
の
点
描
式
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
（
そ
う
だ
と
す
る
研
究

者
も
い
る
、
何
．
わ
．
｛
ハ

2
一

ω噛

2州
凶
門
（
｝

m山
コ
己
（
U
吋
伶
巾
一
山
｝

ι
3円

か
し
、
暗
い
と
こ
ろ
か
ら
明
る
い
部
分
に
向
か
っ
て
同
一
色
価
の
色
を
数
多
く

の
明
度
に
段
踏
付
け
て
彩
色
す
る
や
り
方
は
、
河
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
作

品
は
、
近
く
か
ら
見
れ
ば
観
る
者
を
混
乱
さ
せ
る
が
、
離
れ
て
見
れ
ば
そ
の
イ

リ
ュ

l
ジ
ョ
ン
的
効
果
は
、
モ
ザ
イ
ク
に
よ
る
コ
ピ

l
以
上
に
印
象
深
い
も
の

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

前
縮
法
は
、
自
在
に
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
中
央
右
の
観
る
者
に
そ
の
尻
を
向

け
る
馬
は
、
こ
の
前
縮
に
よ
る
遠
近
措
法
の
完
成
度
を
誇
示
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
（
図
8
、
こ
の
馬
の
前
脚
が
一
本
足
り
な
い
と
指
摘
す
る
者
も
い
る
）
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
陰
影
措
法
と
前
締
法
は
、
個
々
の
物
象
に
十
分
な
立
体

性
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
個
々
の
形
象
は
そ
の
立
体
性
を
、
主
張

し
、
人
物
も
馬
も
、
彼
等
の
在
る
空
間
を
そ
れ
ぞ
れ
の
充
実
し
た
立
体
性
で
満

た
し
た
。
前
に
立
つ
人
物
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
全
身
を
覆
い
関
さ
れ
て
い
る
人

物
で
さ
え
、
大
き
さ
、
色
彩
、
意
味
に
お
い
て
、
前
に
立
つ
人
物
と
同
じ
な
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
幾
何
学
的
に
統
一
さ
れ
た
透
視
図
法
的
遠
近
法
は
な
い
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
時
代
に
生
き
た
画
家
は
、
空
間
の
奥
行
き
の
錯
覚
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図3 陶器画（部分） エウテュミデス 図 2 陶器画（部分） エクセキアス

紀元前510年頃 ミコンへン 紀元前530年頃 ロンドン

函 5 陶器国 （部分） 紀元前350年頃 図 4 陶器商（部分） 「ニオピデスの画家j

ヴrユノレツブ Jレグ 紀元前460年頃 ノマリ
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図6 fアレクサンドロスとグレイオスの戦いj モザイク 紀元前100年頃 ナポリ

図8 図 6の部分



を
呼
び
起
こ
す
た
め
に
、
別
の
手
法
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
緯
き
合
う
人

物
や
馬
に
、
そ
れ
ら
が
占
め
る
空
間
を
与
え
て
い
る
の
は
、
画
面
に
平
行
な
モ

テ
ィ

l
フ
と
そ
れ
に
交
差
す
る
モ
テ
ィ

i
フ
と
に
よ
る
奥
行
き
の
構
成
で
あ

る
。
画
面
に
平
行
に
位
置
す
る
の
は
、
愛
馬
プ
ケ
ブ
ア

ロ
ス
に
跨
る
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
、
戦
車
の
上
の
ダ
レ

イ
オ
ス
、
ペ
ル
シ
ア
の
騎
兵
、
兜
を
被
る
マ
ケ

ド
ニ
ア
の
兵
士
、
一
大
に
向
か
っ
て
林
立
す
る
檎
で
あ
り
、
そ
れ
に
交
差
す
る
の

は
、
崩
れ
落
ち
る
馬
の
上
の
槍
で
突
き
抜
か
れ
た
ペ
ル
シ
ア
の
英
雄
、
観
る
者

に
尻
を
向
け
た
乗
り
手
の
な
い
馬
、
戦
車
を
索
く
四
一
組
の
馬
で
あ
る
。

こ
の
交

差
す
る
モ
テ
ィ
ー
ブ
が
、

完
成
さ
れ
た
透
視
図
法
で
は
な
く
、
た
だ
人
物
像
の

充
満
の
み
で
構
築
さ
れ
た
帯
状
の
空
間
に
、
艇
を
打
ち
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

紀
元
前
五
位
紀
の
末
に
ア
ガ
タ
ル
コ
ス

に
よ

っ
て
発
明
さ
れ
た
ス
ケ
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ア
、
ア
ポ

ロ
ド
ロ

ス
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
、
ゼ
ウ
ク
シ
ス
に
よ
っ
て
発
展

さ
せ
ら
れ
た
ス
キ
ア
グ
ラ

ブ
ィ
ア
は
、
紀
元
前
三
二

0
年
代
に
制
作
さ
れ
た
一

つ
の
大
問
問
絵
画
に
於
い
て
、
こ
こ
ま
で
完
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

プ
ラ
ト
ン
と
イ
リ

ュ
l
ジ
ョ
ン
絵
画
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以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
生
き
た
時
代
は
、
ギ
リ
シ
ア
絵
酒
に

と
っ
て
は
ア
ガ
タ
ル
コ
ス
に
よ
っ
て
ス
ケ
／
グ
ラ
フ
ィ
ア
が
、
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス

に
よ
っ
て
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
が
発
明
さ
れ
、
ゼ
ウ
ク
シ
ス
に
よ
っ
て
大
い
に

研
究
さ
れ
、
そ
し
て
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
ダ
レ
イ
オ
ス
の
戦
い
」
の
画
家

逮
に
よ
っ
て
ほ
ぽ
完
成
に
導
か
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
雨
技
法
が
目
指
し

た
の
は
、
感
覚
的
現
実
の
印
象
を
可
能
な
限
り
網
膜
上
の
映
像
に
近
づ
け
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
図
像
の
形
と
色
が
人
間
の
視
習
慣
を
、

す
な
わ
ち
自
と
い
う
人
間
の
感
覚
器
官
が
根
源
的
に
持
つ
錯
覚
（
イ
リ
ュ

i

ジ
ョ
ン
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ

ち
対
象
は
、
見
る
も
の
の
主
観
へ
と
関
連
づ
り
ら
れ
、
以
前
の
絵
画
の
図
像
が

も
っ
て
い
た
客
観
的
概
念
性
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
た
絵
画
に
あ
っ
て
は
、
観
る
者
は
容
易
に
図
像
空
間
に
引
き
込
ま
れ
、

絵
の
中
の
世
界
は
よ
り
親
し

い
も
の
と
な
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
時
代
の
絵
画
の
革

新
と
は
、
対
象
位
界
の
主
一
鋭
化
な
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
対
象
位
界
は
、

た
だ
観
る
者
個
人
と
の
関
わ
り
に
於
い
て
の
み
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
万
人
に

普
通
の
象
徴
の
世
界
は
、
一
つ
の
現
象
世
界
へ
と
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

美
術
、
特
に
絵
画
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、
同
世
代
の
画
家
ゼ
ウ
ク
シ
ス
の
名

声
を
強
く
意
識
し
て
い
た
プ
ラ
ト
ン
（
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
」
ム
ω
ω
（）
）
は
、
何
時
の
こ

と
か
断
定
で
き
な
い
が
、
あ
る
時
期
こ

の
新
し
い
絵
画
の
校
法
を
研
究
し
、
理

解
し
よ
う
と
努
力
し
た
と
思
わ
れ
る
。
中
期
の
対
話
篇
「
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
の

最
後
の
と
こ
ろ
で
、
正
し
い
臆
測
か
ら
根
拠
づ
け
ら
れ
た
知
識
に
至
る
道
程
に

疑
問
を
投
げ
掛
け
た
プ
ラ
ト
ン
は
、
そ
の
説
明
に
絵
画
と
の
比
較
を
援
用
し
、

「
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
で
描
か
れ
た
も
の
（

q
E
Q苔
Q
t
y
Q
g
q）
の
す
ぐ
前

に
立
つ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
何
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
遠
く
退
っ

て
み
る
と
、
事
柄
は
一
つ
の
意
味
を
も
つ
よ
う
に
見
え
て
く
る
」
と
述
べ
て
い

る（
N
C
居
間
）
。
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
は
、
個
々
の
物
象
の
内
部
で
そ
の
色
の
明
度

を
段
階
付
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
明
る
い
部
分
と
暗
い
部
分
を
作
り
出
し
、
そ
の
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物
体
に
立
体
感
を
与
え
る
技
法
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
技
法
で
捕

か
れ
た
物
象
は
、
間
近
で
見
れ
ば
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
判
然
と
せ
ず
、
画
面

全
体
の
光
と
影
の
関
係
を
把
握
で
き
る
ま
で
に
離
れ
て
見
た
と
き
、
個
々
の
物

象
も
則
一
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
ス
キ
ア
グ
ラ
ブ
ィ
ア
の
持
っ

こ
の
よ
う
な
性
楠
に
つ
い
て
、
で
ハ
ル
メ
ニ
デ
ス
」
（
忌
日
（
い
）
、
「
国
家
」
（
x
w
m
C
N
h

l
巴
）
、
「
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
」
（
－
ミ
門
）
）
に
於
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

し
か
し
プ
ラ
ト
ン
は
、
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
の
肯
定
的
価
値
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
一
台
、
そ
れ
に
対
し
て
強
い
不
信
を
抱
い
た
。
中
期
以
降
の

対
話
鱗
の
中
で
彼
は
、
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
を
あ
ら
ゆ
る
不
正
の

代
名
詞
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
「
ス
キ
ア
グ
ラ
ブ
ィ
ア
で
掛
か
れ
た
作
品
」

（
2
5苔
QAEVEE）
と
は
、
す
な
わ
ち
偽
り
の
知
党
を
意
味
し
（
「
国
家
」

山ωω
回
お
よ
び
「
法
律
」

g
ω
〉
人
い
）
、
「
洞
察
（
念
、
。
s
q
h
q
）
を
も
た
な
い
徳
へ

の
努
力
」
は
、
一
つ
の
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自

体
に
何
ら
健
康
的
な
も
の
、
真
実
的
な
も
の
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
（
「
ブ
ァ
イ

ド
ン
」

S
〉
l
g
。
そ
し
て
、
「
徳
の
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
」
（
Q
主
Q

苦
Q
全ぬ叶却一円．

1

；
内
ベ
ザ
円
・
）
と
は
、
た
だ
単
に
「
嘘
の
徳
」
（
「
国
家
」

ω白
山
（
い
）
の
こ
と
で
あ
り
、

「
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
に
よ
っ
て
掛
か
れ
た
快
楽
」
（
吋
M
v
q

品。。ふぺ

q
k
E
苔
h

与
す
E
q
）
と
は
、
「
浄
め
ら
れ
て
い
な
い
不
純
な
快
楽
」
（
『
国
家
』

ω
∞
。
回
）
の
こ
と
伝
の
で
あ
る
。

な
に
ゆ
え
プ
ラ
ト
ン
は
、
彼
の
時
代
の
絵
画
に
お
け
る
革
新
的
な
傾
向
に
対

し
て
、
か
く
ま
で
尖
鋭
に
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え

は
、
「
国
家
」
の
第
十
巻
に
明
椛
に
諮
ら
れ
て
い
る
。
視
覚
に
映
ず
る
ま
ま
に
物

を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
大
き
さ
の
物
を
違
っ
た
大
き
さ
に
、
突
出
し
た

物
を
凹
ん
だ
よ
う
に
、
凹
ん
だ
物
を
突
出
し
た
よ
う
に
、
一
本
の
棒
を
水
の
中

に
入
れ
た
と
き
の
よ
う
に
、
真
っ
直
ぐ
な
物
を
曲
っ
た
よ
う
に
、
曲
っ
た
物
を

真
一
つ
直
ぐ
な
よ
う
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
リ
ュ

l
ジ
ョ
ン
絵
画
の
技
法
で
あ

る
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
は
、
人
間
の
生
理
が
も
っ
こ
の
よ
う
な
不
完
全
さ
を
利

刑
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
や
か
し
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
一
種

の
手
品
、
そ
の
他
そ
の
類
の
多
く
の
か
ら
く
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
表
現

す
る
技
術
と
し
て
、
不
実
で
欺
備
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
の
内
に
あ
る
下
品

な
も
の
、
不
実
な
も
の
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
下
等
な
も
の
は
下
等
な

も
の
と
交
っ
て
下
等
な
も
の
を
生
む
の
で
あ
る
。
ス
キ
ア
グ
ラ
ィ
ア
に
よ
る
絵

画
は
、
真
理
そ
れ
自
体
に
で
は
な
く
現
象
的
真
理
に
頼
っ
て
お
り
、
一
種
の
フ
ァ

ン
タ
ス
マ
な
の
で
あ
る
（
g
N
h
l
g
ω
出
）
。
同
じ
対
話
繍
の
同
じ
巻
の
例
の
寝
椅

子
に
関
す
る
・
寓
話
も
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る
宗
国
家
」
包
∞
〉

ー∞）。ス
キ
ア
グ
ラ
ブ
ィ
ア
と
並
ん
で
、
ス
ケ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
も
ま
た
ギ
リ
シ
ア
美

術
に
於
け
る
イ
リ
ュ

l
ジ
ョ
ン
絵
画
の
代
表
的
技
法
で
あ
っ
た
。
し
か
も
両
者

は
、
相
互
に
作
用
し
あ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
し
得
た
の
で

あ
る
（
図
8
参
照
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
九
位
紀
の
ピ
ザ
ン
チ
ン
の
学
者
フ
ォ
テ
ィ

オ
ス
が
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
古
代
に
於
い
て
両
技
法
の
概
念
は
混

同
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
（
主
己
主
”
〕
Z
・σ

P

R
巳
自
己
－

R
n
7・－

Z
三

E
Z
X
Xぐ
L
E（）七・
5
）
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
紀
元
前
五
位

紀
お
よ
び
四
世
紀
に
於
い
て
は
、
両
概
念
が
同
一
視
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
例

は
な
い
。
プ
ラ
ト
ン
は
ス
ケ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
は
一
度
も
用
い
て
な

い
。
し
か
し
彼
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
ス
キ
ア
グ
一
一
フ
ァ
イ
ア
と
同
棟
に
研

究
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
「
ソ
フ
ィ
ス
テ
ス
」
の
中
で
プ
ラ
ト
ン

は
、
彫
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ら
、
巨
大
な
立
像
に



あ
っ
て
は
、
そ
の
像
の
前
に
立
つ
観
者
は
上
方
の
部
分
を
斜
め
下
方
か
ら
見
上

げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
方
の
部
分
は
下
方
の
部
分
に
比
べ
て
よ
り
大
き
仕
尺

度
で
形
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
う
す
る
こ
と
で
も
っ
て
は
じ

め
て
、
観
者
に
と
っ
て
の
正
常
な
比
例
関
係
が
見
る
像
に
於
い
て
再
現
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
（
Nω

日ロ
l
N
包
わ
）
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
彫
刻
に
於
い
て
も
物
象
を
正
確

に
表
現
す
る
技
法
と
現
象
を
捉
え
る
技
法
と
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
、

前
者
を
客
観
的
彫
刻
一
後
者
を
主
観
的
彫
刻
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

主
観
的
彫
刻
は
、
イ
リ
ュ

l
ジ
ョ
ン
絵
画
と
同
様
、
現
象
的
イ
メ
ー
ジ
、
フ
ァ

ン
タ
マ
ス
の
再
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
真
の
美
に
似
せ
る
と
が
で
き
る
真
の
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
歪
曲
さ
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
出
す
の
で

あ
る
。感

覚
お
よ
び
イ
り
ュ

l
ジ
ョ
ン
美
術
の
欺
蹴
に
対
す
る
対
抗
手
段
と
し
て
プ

ラ
ト
ン
は
、
測
る
こ
と
、
計
算
す
る
こ
と
、
秤
に
か
け
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る

（
「
国
家
」

g
N中
Iag〉
）
。
建
築
は
、
本
質
的
に
確
回
た
る
比
例
の
上
に
成
り

立
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
尺
度
や
道
具
を

F
－
確
に
使
う
こ
と
が
そ
れ
に
特
別
な

精
密
度
を
与
え
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
後
年
の
プ
ラ
ト
ン
が
な
お
認
め
て
い
た
芸

術
（
日
決
て
主
で
あ
っ
た
こ
フ
ィ
レ
ボ
ス
」
訳
出
）
。

「
夢
の
家
」

後
期
の
対
話
篇
「
ソ
フ
ィ
ス
テ
ス
」
の
中
で
プ
ラ
ト
ン
は
、
神
と
人
間
の
「
作

る
技
術
」
（
対
日
々
己
決
中
一
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
N

S

巾
l
N
ま
巴
）
。
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神
の
「
実
物
を
作
る
技
術
」
（
Q

や
芯
g
h
q叶
hh内
部
）
は
、
実
物
と
し
て
人
間
や
助

物
な
ど
の
自
然
物
を
作
り
、
「
幻
影
を
作
る
民
術
」
（

h
N
F
L
。g
h
qロ
討
中
）
は
、

そ
の
実
物
に
伴
う
幻
影
（

h
ζ
e
Bヒ
）
と
し
て
眠
る
者
が
夢
の
中
に
見
る
像
、
光

に
よ
る
影
の
像
、
鏡
に
写
る
像
を
作
る
と
い
う
。
こ
の
神
の
技
術
に
対
比
さ
せ

て
、
「
と
こ
ろ
で
、
我
々
人
間
の
技
術
に
関
し
て
だ
が
、
そ
れ
は
家
そ
の
も
の
を

建
築
術
に
よ
っ
て
作
る
が
、
絵
画
術
に
よ
っ
て
な
お
も
う
一
つ
の
、
あ
た
か
も

目
覚
め
た
者
の
た
め
の
人
工
の
夢
と
し
て
の
家
を
作
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
（

N
2
0
0
「
目
覚
め
た
者
の
た
め
の
人
工
の
夢
」
（
町
で
Qhu

lr
で舎
P
B
E
で
r
f
h
u

ミ。芯
q
E）
、
す
な
わ
ち
表
象
（
〈
2
2
Z
E
d
m）
、
そ
れ
は
、

プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
は
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
技
術
に
つ
な
が
る
否
定
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。

紀
元
後
二
世
紀
の
シ
リ
ア
出
身
の
一
遍
歴
の
修
畔
学
教
師
ル
キ
ア
ノ
ス
は
、
弟

子
に
、
聴
衆
を
引
き
付
け
る
た
め
に
は
窓
表
を
突
く
テ
ー
マ
で
彼
等
に
襲
い
か

か
る
必
要
が
あ
る
と
説
き
、
例
と
し
て
画
家
ゼ
ウ
ク
シ
ス
の
一
つ
の
作
品
を
引

い
て
い
る
（
亡
ユ
ハ
包
コ
cm－
N
2
x
F
ω
ーさ。

「
あ
の
最
も
有
名
な
画
家
の
一
人
ゼ
ウ
ク
シ
ス
は
、
多
く
の
人
に
知
ら
れ
た

あ
り
き
た
り
の
主
題
を
怖
く
こ
と
は
な
く
、
半
神
、
神
、
戦
争
と
い
っ
た
テ
ー

マ
を
取
り
土
げ
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
避
け
た
。
彼
は
、
常
に
何
か
新
し
い
こ

と
を
試
み
、
風
変
わ
り
な
こ
と
、
珍
奇
な
こ
と
を
思
い
つ
く
と
、
そ
れ
を
彼
の

技
術
に
於
い
て
的
慌
に
表
現
し
た
。
彼
の
大
胆
な
発
明
の
中
で
も
特
に
際
立
っ

て
い
る
の
は
、
二
頭
の
幼
い
子
供
に
乳
を
与
え
る
女
性
の
半
馬
人
（
ケ
ン
タ
ウ

ロ
イ
）
を
附
い
た
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
、
続
け
て
ル
キ
ア
ノ
ス
は
、
そ
の
作
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品
に
つ
い
て
詳
し
く
記
述
す
る
。

「
緑
盟
か
な
草
原
の
上
で
一
頭
の
女
性
の
半
馬
人
が
、
馬
の
姿
を
し
た
下
半

身
を
地
に
横
た
え
、
後
脚
を
後
方
へ
投
げ
出
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
人
間
の
女

の
姿
を
し
た
上
半
身
は
軽
く
起
こ
さ
れ
、
間
肘
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
前
脚
は
、

身
を
横
に
し
た
と
き
そ
う
な
る
よ
う
に
前
方
に
長
々
と
伸
ば
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
片
脚
を
、
能
く
か
の
よ
う
に
ひ
づ
め
を
内
側
に
向
け
て
折
り
曲
げ
て
い
る
。

他
方
の
脚
は
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
馬
が
そ
う
す
る
よ
う
に
、
前
方
に
伸
ば

し
て
大
地
に
踏
ん
張
っ
て
い
る
。
彼
女
は
、
子
供
の
一
人
を
腕
に
抱
え
、
人
聞

が
そ
う
す
る
よ
う
に
胸
に
抱
え
、
乳
を
呑
ま
せ
て
い
る
。
も
う
一
人
の
子
供
に

は
、
馬
が
そ
う
す
る
よ
う
に
腹
の
下
の
乳
房
を
吸
わ
せ
て
い
る
。
絵
の
上
の
方

で
は
、
子
供
達
に
二
種
の
や
り
方
で
乳
を
与
え
て
い
る
女
の
夫
で
あ
ろ
う
一
頭

の
男
性
の
半
馬
人
が
、
あ
た
か
も
見
張
り
台
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
に
、
笑
い
な

が
ら
身
を
乗
り
出
し
て
い
る
。
彼
は
、
全
身
を
現
す
こ
と
な
く
馬
の
体
躯
の
中

程
ま
で
を
見
せ
て
お
り
、
右
手
に
ラ
イ
オ
ン
の
子
炉
」
持
ち
、
戯
れ
に
子
供
達
を

怖
が
ら
せ
る
か
の
よ
う
に
そ
れ
を
顕
の
上
で
娠
り
回
し
て
い
る
。

こ
の
絵
は
、
我
々
素
人
に
は
完
全
に
は
理
解
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
専
門
の
画
家
達
に
は
称
賛
の
的
と
さ
れ
る
美
術
の
あ
ら
ゆ

る
校
術
、
す
な
わ
ち
、
極
度
に
正
確
な
線
の
引
き
方
、
絵
の
具
の
的
確
な
混
合

と
そ
の
適
切
な
配
置
、
必
要
な
筒
所
へ
の
陰
影
の
使
用
、
像
の
寸
法
の
合
理
性
、

全
体
に
対
す
る
部
分
の
正
椛
で
調
和
あ
る
関
係
、
な
ど
と
い
っ
た
も
の
す
べ
て

を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
私
が
特
に
称
賛
し
た
い
の
は
、
ゼ
ウ
ク
シ
ス
が
、
唯

一
無
二
の
主
題
で
も
っ
て
、
彼
の
芸
術
の
最
大
の
長
所
を
多
方
前
に
わ
た
っ
て

示
し
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
方
で
彼
は
、
た
だ
馬
身
の
部

分
だ
り
で
な
く
人
体
部
の
胸
や
肩
の
上
の
大
部
分
を
覆
い
尽
く
す
粗
々
し
い
毛

で
も
っ
て
、
あ
る
い
は
ま
た
笑
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
森
の
住
民
特
有
の

持
猛
な
目
を
持
つ
顔
で
も
っ
て
、
男
性
の
半
馬
人
に
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
恐
ろ

し
さ
と
完
援
な
ま
で
の
野
生
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
女
性
の
半

馬
人
の
馬
の
部
分
を
い
ま
だ
飼
い
馴
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
貞
潔
な
ま
ま
の
テ
ツ

サ
リ
ア
の
牝
馬
の
よ
う
に
美
し
く
描
い
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
上
半
身
は
、
サ

テ
ュ
ロ
ス
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
耳
を
除
い
て
、
ま
っ
た
く
美
し
い
人
間
の
女
の

そ
れ
で
あ
る
。
馬
の
下
半
身
と
人
間
の
上
半
身
の
結
び
つ
き
は
、
何
の
組
雑
さ

も
な
く
優
し
く
、
そ
の
移
行
は
あ
ま
り
に
も
滑
ら
か
な
で
、
見
る
者
の
目
は
一

方
か
ら
他
方
へ
と
何
の
障
害
も
な
く
導
か
れ
て
ゆ
く
。
子
供
達
に
は
、
幼
さ
に

も
か
か
わ
ら
ず
何
か
野
生
と
い
っ
た
も
の
、
可
愛
さ
の
中
に
も
何
か
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
彼
等
は
ま
っ
た
く
幼
な
児
ら
し
い
や
り
方
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
母
親
に
ぴ
っ
た
り
と
身
を
寄
せ
、
そ
の
乳
房
を
し
っ
か
り
と
控
っ

て
い
る
の
だ
が
、
彼
等
が
ラ
イ
オ
ン
の
子
を
見
上
げ
る
眼
差
に
は
、
私
の
心
に

何
か
不
気
味
な
感
じ
を
与
え
る
も
の
が
あ
る
・
・
。
」

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
ゼ
ウ
ク
シ
ス
の
作
品
に
は
ポ
リ
ュ
グ
ノ
ト
ス
の
絵
が

持
っ
て
い
た
エ
ト
ス
が
な
い
と
い
う
（
「
詩
学
」
ニ
ω
宕
）
。
プ
ラ
ト
ン
も
ま
た
画

家
ポ
リ
ュ
グ
ノ
ト
ス
を
高
く
評
価
し
て
い
た
（
「
イ
オ
ン
」
印
ω
N
U）
。
彼
は
、
神

話
に
材
を
取
っ
て
、
決
定
的
な
局
面
に
立
た
さ
れ
た
人
間
の
運
命
の
重
み
を
表

し
た
美
術
家
で
あ
っ
た
（
図
4
参
照
）
。
プ
ラ
ト
ン
以
前
の
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
美

術
は
、
白
い
神
話
に
新
し
い
意
味
と
解
釈
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の

根
源
的
な
思
怨
を
表
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
半
人
半
馬
の
慌
物
ケ
ン
タ
ウ
ロ
イ

も
ま
た
、
興
な
る
系
譜
と
個
性
を
持
つ
ケ
イ
ロ

ン
や
フ
ォ
ロ
ス
を
別
と
し
て
、

常
に
獄
々
し
い
生
き
物
の
姿
で
、
本
能
の
ま
ま
に
行
動
す
る
野
卑
の
象
徴
と
し

て
、
た
と
え
ば
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
の
ゼ
ウ
ス
神
殿
の
西
破
風
彫
刻
や
パ
ル
テ
ノ
ン

の
南
側
メ
ト

l
ぺ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
理
性
の
生
き
物
で
あ
る
人
間
と
戦
う



も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

ゼ
ウ
ク
シ
ス
が
描
く
の
は
、
静
か
で
平
和
な
ケ
ン
タ
ウ
ロ
イ
の
家
族
で
あ
る
。

ル
キ
ア
ノ
ス
が
こ
の
画
家
の
「
芸
術
の
最
大
の
長
所
」
（
乱

U
Z
E
ベ
乱
で
叶
ザ
ペ

ベm
N
ミ
ペ
）
と
し
て
あ
げ
る
の
は
、
作
品
の
含
む
意
味
で
は
な
く
、
男
性
の
半
馬

人
の
全
身
を
覆
う
荒
々
し
い
毛
、
笑
い
と
弾
猛
な
眼
差
が
同
居
す
る
顔
、
美
し

い
人
間
の
上
半
身
と
高
貴
な
馬
の
下
半
身
へ
の
滑
ら
か
な
移
行
、
幼
な
子
の
可

憐
な
仕
種
と
不
気
味
な
目
つ
き
な
ど
、
自
に
見
え
る
現
象
の
表
現
の
巧
み
さ
で

あ
る
。
女
性
と
乳
を
吸
う
子
供
の
ケ
ン
タ
ウ
ロ
イ
は
画
家
ゼ
ウ
ク
シ
ス
の
発
明

で
あ
っ
た
、
と
ル
キ
ア
ノ
ス
は
い
う
。
半
人
半
馬
の
奥
形
は
、
確
か
に
神
話
の

世
界
の
生
き
物
で
あ
り
、
現
実
に
は
棲
息
し
な
い
。
し
か
し
彼
等
は
、
も
は
や

彼
等
が
か
つ
て
置
か
れ
て
い
た
領
域
を
離
れ
、
如
何
な
る
神
話
土
の
出
来
事
に

も
、
ま
た
そ
の
象
徴
の
世
界
に
も
関
わ
り
を
も
た
な
い
。
彼
等
が
生
き
て
い
る

の
は
、
感
覚
で
把
慢
さ
れ
得
る
表
象
の
世
界
、
「
目
覚
め
た
者
の
た
め
の
人
工
の

夢
」
の
世
界
で
あ
る
。
「
夢
の
家
」
を
「
目
覚
め
た
者
」
に
如
何
に
効
果
的
に
感

受
さ
せ
る
か
、
そ
の
た
め
に
ゼ
ウ
ク
シ
ス
は
、
彼
が
当
時
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
絵
画
的
能
力
の
す
べ
て
を
、
す
な
わ
ち
「
極
度
に
正
確
な
線
の
引
き
方
、

絵
の
具
の
的
確
な
混
合
と
そ
の
適
切
な
配
置
、
必
要
な
箇
所
へ
の
陰
影
の
使
用

（
す
な
わ
ち
ス
キ
ア
グ
ラ
フ
ィ
ア
）
、
像
の
司
法
の
合
理
性
（

g
v℃
3
、言。ゼペ

叶
σ
で
し
戸
。
き
で
す
な
わ
ら
ス
ケ
ノ
グ
ラ
ブ
ィ
ア
）
、
全
体
に
対
す
る
部
分
の
正
確

で
調
和
あ
る
関
係
」
を
駆
使
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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残
念
な
が
ら
、
ゼ
ウ
ク
シ
ス
の
「
ケ
ン
タ
ウ
ロ
イ
図
」
か
ら
は
原
作
は
も
ち

ろ
ん
、
コ
ピ
ー
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
実
際
に
つ
い
て
我
々
は

何
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
同
時
代
の
陶
器
画
か
ら
、
当
時
の
大
画
面

絵
画
の
様
子
を
窺
う
だ
け
で
あ
る
。

紀
元
前
回

O
O年
頃
に
作
ら
れ
た
大
型
混
澗
盟
（
ク
ラ
テ
ル
）
の
一
つ
に
は
、

幾
何
学
検
械
で
上
下
を
仕
切
ら
れ
た
胴
体
部
の
一
側
同
に
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス

と
ア
リ
ア
ド
ネ
を
阻
ん
で
、
あ
る
一
つ
の
サ
テ
ュ
ロ
ス
劇
に
関
係
す
る
人
物
達

の
姿
が
拙
か
れ
て
い
る
（
図
9
）
。
登
場
す
る
人
物
の
何
人
か
に
は
そ
の
名
前
が

記
さ
れ
て
お
り
、
下
段
中
央
で
椅
子
に
腰
掛
け
笛
を
吹
く
の
は
、
当
時
笛
吹
き

と
し
て
名
声
を
得
て
い
た
プ
ロ
ノ
モ
ス
、
そ
の
左
方
で
仮
面
を
つ
け
て
踊
る
の

は
ニ
コ
レ
オ
ス
、
一
史
に
そ
の
左
側
で
子
に
巻
物
を
持
ち
、
三
脚
の
机
に
腰
を
掛

け
る
の
は
劇
の
作
者
デ
メ
ト
リ
オ
ス
で
あ
る
。
そ
の
他
、
竪
琴
演
奏
者
、
肢
に

毛
皮
を
巻
い
た
サ
テ
ュ
ロ
ス
と
し
て
の
合
唱
隊
員
が
お
り
、
上
段
右
方
で
は
、

合
唱
隊
の
長
で
あ
る
パ
ッ
ポ
シ
レ
ノ
ス
が
主
役
の
へ
ラ
ク
レ
ス
を
演
じ
る
役
者

と
話
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
の
隣
で
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
と
ア
リ
ア
ド
ネ
と
同

じ
ク
リ
ー
ネ
l
に
腰
掛
け
る
の
は
、
も
う
一
人
の
主
役
リ
ュ
デ
ィ
ア
の
王
女
オ

ン
フ
ァ
レ
を
演
じ
る
役
者
で
あ
る
。
彼
女
は
し
か
し
、
同
時
に
「
芝
居
」
の
擬

人
化
で
あ
る
パ
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
も
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
テ
ュ
ロ
ス
劇
の

主
題
が
、
オ
ン
フ
ァ
レ
が
へ
ラ
ク
レ
ス
と
恋
に
落
ち
て
起
こ
す
間
着
で
あ
る
こ

と
は
、
そ
の
傍
ら
で
語
り
掛
け
る
ヒ
メ
ロ
ス
（
恋
へ
の
憧
れ
の
神
）
が
示
し
て

い
る
。
神
々
を
挟
ん
で
反
対
側
に
立
つ
の
は
、
オ
ン
フ
ァ
レ
の
父
親
ヤ
ル
ダ
ノ

ス
の
役
を
演
じ
る
役
者
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
劇
が
演
じ
ら
れ
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
聖
域
に
集
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
と
ア
リ
ア
ド
ネ
は
、
足
台
に
足
を
乗
せ
て
ク
リ
ー

ネ
l
に
腰
掛
け
、
互
い
に
見
つ
め
合
い
抱
擁
し
合
っ
て
い
る
（
図
叩
）
。
周
聞
の

人
間
違
に
は
、
こ
の
両
神
は
見
え
な
い
。
た
だ
、
神
と
人
間
の
中
間
に
位
置
す

る
「
芝
居
」
の
擬
人
化
パ
イ
デ
ィ
ア
だ
け
が
、
両
神
の
存
在
を
人
間
違
に
伝
え

て
い
る
。
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
は
甘
く
優
し
い
若
者
と
し
て
、
そ
の
膝
に
乗
る
ア
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図9 陶器画紀元前400年頃ナポリ

図10 図9の部分



リ
ア
ド
ネ
は
白
く
塗
ら
れ
た
豊
満
な
肢
体
を
誇
る
若
い
女
性
と
し
て
捕
か
れ
て

お
り
、
務
衣
の
下
に
、
透
け
て
見
え
る
女
神
の
白
い
肌
は
、
官
能
的
で
す
ら
あ
る
。

こ
こ
に
い
ま
す
の
は
、
プ
ラ
ト
ン
以
前
の
時
代
の
、
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
高
み
に

あ
っ
て
人
聞
を
見
下
ろ
す
威
厳
あ
る
神
で
は
な
い
。
我
々
の
感
覚
で
把
握
の
可

能
な
、
酒
と
演
劇
の
神
、
人
聞
を
悦
惚
に
誘
う
神
デ
ィ
オ
ニ
コ
ソ
ス
と
そ
の
一
安

ア
リ
ア
ド
、
不
の
「
人
工
の
夢
」
、
表
象
で
あ
る
。
足
台
や
ク
リ
ー
ネ

l
の
遠
近
法

的
表
現
、
一
ア
ィ
オ
ニ
コ
ソ
ス
の
肉
体
の
陰
影
法
的
彩
色
は
、
両
神
が
現
象
の
世

界
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
そ
う
強
調
し
て
い
る
。

プ
ラ
ト
ン
の
美
術
か
ら
の
訣
別

ク
レ
イ
ニ
ア
ス
「
あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
わ
た
し
も
ひ
と
か
ら
間

い
た
こ
と
が
あ
っ
て
分
か
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
わ
た
し
は

そ
の
道
（
絵
の
道
）
の
修
業
を
積
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
。
」

ア
テ
ナ
イ
人
「
そ
ん
は
こ
と
は
何
の
さ
し
っ
か
え
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」

（
「
法
律
」
示
。
ロ
）
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「
絵
画
と
か
か
わ
り
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
は
、
何
の
損
失
で
も
な
い
」
。
厳

し
い
断
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
、
単
な
る
後
代
の
哲
学
者
に
対
す
る
慰
め

の
言
葉
で
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
言
葉
で
も
っ
て
プ
ラ
ト
ン
が
、
彼
自
身
の
永

い
年
月
に
わ
た
る
経
験
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
だ
と
知
る
と
き
、
そ
れ
は
い
っ

そ
う
厳
し
い
も
の
に
響
く
。
彼
は
、
造
形
芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
別
れ
を
告

げ
た
の
で
あ
る
。
彼
自
身
が
属
し
て
い
た
時
代
の
絵
画
に
於
け
る
前
衛
的
な
改

革
は
、
彼
を
し
て
疑
い
深
く
し
、
芸
術
か
ら
遺
．
さ
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ト

ン
は
、
ギ
リ
シ
ア
美
術
に
於
け
る
地
も
重
到
な
業
縦
の
一
つ
で
あ
り
、
以
後
永

き
に
わ
た
っ
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
こ
の
改
革
の
沼
技
を
、
そ
の
誕
生

に
際
し
て
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
に
、
た
だ
損
失
を
見
た

の
で
あ
る
。
芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
変
革
に
付
随
す
る
危
険
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
プ
ラ
ト
ン
が
、
エ
ジ
プ
ト
美
術
に
思
い
を
寄
ぜ
た
と
し
て
も
不
思
議

は
な
い
（
「
法
律
」

5
5中
小
日
〉
）
。
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
目
に
は
、
何
千
年

に
も
わ
た
っ
て
同
じ
で
あ
り
続
け
た
も
の
で
あ
り
、
革
新
に
逆
ら
っ
て
、
古
く

て
尊
い
型
な
る
も
の
に
縛
ら
れ
た
形
に
図
く
拘
束
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼

に
は
、
エ
ジ
プ
ト
美
術
で
は
、
型
な
る
源
か
ら
離
反
す
る
こ
と
の
す
べ
て
の
危

険
が
追
い
払
わ
れ
て
い
る
か
に
思
え
た
の
で
あ
っ
た
。
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